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(57)【要約】
【課題】バックライトの分光特性による影響を考慮して
、斜視時の画質の劣化を防止する液晶表示装置を提供す
ることを目的とする。
【解決手段】相互に隣り合う、第１着色層ＣＲ、ＣＧ及
び第２着色層ＣＢを含む基板ＣＦと、第１画素部ＬＣＰ
１及び第２画素部ＬＣＰ２を含む液晶層ＬＣと、電圧が
印加されて、第１画素部ＬＣＰ１の第２画素部ＬＣＰ２
に隣接する端部を避けて、第１電界分布領域を形成する
第１画素電極ＰＸ１及び第１対向電極ＣＴ１と、電圧が
印加されて、第２画素部ＬＣＰ２の第１画素部ＬＣＰ１
に隣接する端部を避けて、第２電界分布領域を形成する
第２画素電極ＰＸ２及び第２対向電極ＣＴ２と、第２着
色層ＣＢを透過する光の波長における発光が他の波長よ
りも強い光源と、を含み、第１画素部ＬＣＰ１の端部の
幅が、第２画素部ＬＣＰ２の端部の幅よりも広くなるよ
うに、第１画素電極ＰＸ１等が形成されていることを特
徴とする液晶表示装置。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相互に隣り合う、第１着色層及び該第１着色層とは異なる色の第２着色層を含むカラー
フィルタ基板と、
　前記第１着色層と対向する第１画素部及び前記第２着色層と対向する第２画素部を含む
液晶層と、
　電圧が印加されることで、前記液晶層の前記第１画素部の前記第２画素部に隣接する端
部を避けて、前記第１画素部に第１電界分布領域を形成する第１画素電極及び第１対向電
極と、
　電圧が印加されることで、前記液晶層の前記第２画素部の前記第１画素部に隣接する端
部を避けて、前記第２画素部に第２電界分布領域を形成する第２画素電極及び第２対向電
極と、
　前記第１着色層を透過する光の波長よりも前記第２着色層を透過する光の波長における
発光が強いバックライトと、を含み、
　前記第１画素部の前記端部の幅が、前記第２画素部の前記端部の幅よりも広くなるよう
に、前記第１画素電極及び前記第１対向電極並びに前記第２画素電極及び前記第２対向電
極が形成されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１の液晶表示装置において、
　前記カラーフィルタ基板とともに前記液晶層を狭持するＴＦＴ基板を含み、
　前記第１画素電極及び前記第１対向電極と、前記第２画素電極及び前記第２対向電極は
、前記ＴＦＴ基板に形成される、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項２の液晶表示装置において、
　前記第１画素電極及び前記第２画素電極は、前記第１対向電極及び前記第２対向電極よ
りも前記ＴＦＴ基板において前記液晶層側に形成され、
　前記第１画素電極は、前記第１画素部の前記端部の幅を前記第２画素部の前記端部の幅
よりも広くするように形成される、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項３の液晶表示装置において、
　前記第１画素部と前記第２画素部は、前記液晶層において同一の平面形状となるように
設けられ、
　前記第１画素電極が形成される領域が、前記第１画素部と前記第２画素部とが隣接する
方向において、前記第２画素電極が形成される領域よりも狭くなるように形成される、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項４の液晶表示装置において、
　前記第１画素電極及び前記第２画素電極は、複数の帯状電極を含んで形成され、
　前記第１画素電極は、前記複数の帯状電極が為す幅が、前記第２画素電極よりも狭い、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項２の液晶表示装置であって、
　前記第１対向電極及び前記第２対向電極は、前記第１画素電極及び前記第２画素電極よ
りも前記ＴＦＴ基板において前記液晶層側に形成され、
　前記第１対向電極は、前記第１画素部の前記端部の幅を前記第２画素部の前記端部の幅
よりも広くするように形成される、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
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　請求項６の液晶表示装置において、
　前記第１画素部と前記第２画素部は、前記液晶層において同一の平面形状となるように
設けられ、
　前記第１対向電極と前記第２対向電極は、平板状に一体的に形成されるとともに、それ
ぞれが１又は複数のスリット状の開口部を有して前記第１電界分布領域と前記第２電界分
布領域を形成し、
　前記第１対向電極は、前記第１画素部と前記第２画素部とが隣接する方向において、１
又は複数の前記開口部がなす幅が、前記第２画素電極よりも狭い、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】
　請求項１の液晶表示装置において、
　前記カラーフィルタ基板は、赤色と緑色と青色の３種類の着色層を有し、
　前記第１着色層は赤色又は緑色に着色され、
　前記第２着色層は青色に着色され、
　前記バックライトは、赤色又は緑色に着色された前記第１着色層が透過する波長よりも
青色に着色された前記第２着色層が透過させる波長における発光が強い、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項９】
　請求項８の液晶表示装置において、
　前記バックライトは、青色に着色された前記第２着色層において所定比率以上の透過率
となる波長範囲において第１の強度ピークを有し、該波長範囲以外において前記第１の強
度ピークよりも低い強度で第２の強度ピークを有する、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１０】
　請求項８の液晶表示装置において、
　前記バックライトは、赤色又は緑色に着色された前記第１着色層が透過する波長よりも
青色に着色された前記第２着色層が透過させる波長における発光を強くした分光特性を有
し、
　赤色と緑色と青色の着色層は、互いに異なる所定の透過率特性をそれぞれ有し、
　前記カラーフィルタ基板を透過した光は、全色表示時に、前記液晶層によって着色され
る黄色が補償されつつ青白く表示される、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、広視野角特性を改善するための構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置が表示する画像は、一般的に、カラーフィルタ基板を通して観察者によっ
て観察される。このカラーフィルタ基板には、複数色のカラーフィルム（着色層）が設け
られており、これらの着色層は、液晶表示装置を全色表示する際に、観察者から見て白色
表示となるようにその透過率がそれぞれ調整される。
【特許文献１】国際公開第２００５／００６０６８号パンフレット
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ここで、表示領域の少なくとも一部が単色表示された液晶表示装置を観察者が斜視する
と、その部分において液晶表示装置が単色表示する色とは異なる色が観察されることがあ
る。
【０００４】
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　具体的には、例えば、赤色の着色層が設けられた赤色画素が点灯しつつ青色画素が点灯
しない場合には、赤色画素における液晶層を透過したバックライトの光が、隣接する青色
の着色層に進行して斜視する観察者に観察される。したがって、観察者から見て、赤色単
色表示の表示領域が青味を帯びて、その度合いは、バックライトの分光特性に応じて変化
することとなる。
【０００５】
　本発明は、上記のような課題に鑑みて、バックライトの分光特性による影響を考慮して
、斜視時の画質の劣化を防止する液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）上記課題を解決するために、本発明に係る液晶表示装置は、相互に隣り合う、第
１着色層及び該第１着色層とは異なる色の第２着色層を含むカラーフィルタ基板と、前記
第１着色層と対向する第１画素部及び前記第２着色層と対向する第２画素部を含む液晶層
と、電圧が印加されることで、前記液晶層の前記第１画素部の前記第２画素部に隣接する
端部を避けて、前記第１画素部に第１電界分布領域を形成する第１画素電極及び第１対向
電極と、電圧が印加されることで、前記液晶層の前記第２画素部の前記第１画素部に隣接
する端部を避けて、前記第２画素部に第２電界分布領域を形成する第２画素電極及び第２
対向電極と、前記第１着色層を透過する光の波長よりも前記第２着色層を透過する光の波
長における発光が強いバックライトと、を含み、前記第１画素部の前記端部の幅が、前記
第２画素部の前記端部の幅よりも広くなるように、前記第１画素電極及び前記第１対向電
極並びに前記第２画素電極及び前記第２対向電極が形成されることを特徴とする。
【０００７】
　（２）（１）の液晶表示装置において、前記カラーフィルタ基板とともに前記液晶層を
狭持するＴＦＴ基板を含み、前記第１画素電極及び前記第１対向電極と、前記第２画素電
極及び前記第２対向電極は、前記ＴＦＴ基板に形成される、ことを特徴とする。
【０００８】
　（３）（２）の液晶表示装置において、前記第１画素電極及び前記第２画素電極は、前
記第１対向電極及び前記第２対向電極よりも前記ＴＦＴ基板において前記液晶層側に形成
され、前記第１画素電極は、前記第１画素部の前記端部の幅を前記第２画素部の前記端部
の幅よりも広くするように形成される、ことを特徴とする。
【０００９】
　（４）（３）の液晶表示装置において、前記第１画素部と前記第２画素部は、前記液晶
層において同一の平面形状となるように設けられ、前記第１画素電極が形成される領域が
、前記第１画素部と前記第２画素部とが隣接する方向において、前記第２画素電極が形成
される領域よりも狭くなるように形成される、ことを特徴とする。
【００１０】
　（５）（４）の液晶表示装置において、前記第１画素電極及び前記第２画素電極は、複
数の帯状電極を含んで形成され、前記第１画素電極は、前記複数の帯状電極が為す幅が、
前記第２画素電極よりも狭い、ことを特徴とする。
【００１１】
　（６）（２）の液晶表示装置において、前記第１対向電極及び前記第２対向電極は、前
記第１画素電極及び前記第２画素電極よりも前記ＴＦＴ基板において前記液晶層側に形成
され、前記第１対向電極は、前記第１画素部の前記端部の幅を前記第２画素部の前記端部
の幅よりも広くするように形成される、ことを特徴とする。
【００１２】
　（７）（６）の液晶表示装置において、前記第１画素部と前記第２画素部は、前記液晶
層において同一の平面形状となるように設けられ、前記第１対向電極と前記第２対向電極
は、平板状に一体的に形成されるとともに、それぞれが１又は複数のスリット状の開口部
を有して前記第１電界分布領域と前記第２電界分布領域を形成し、前記第１対向電極は、
前記第１画素部と前記第２画素部とが隣接する方向において、１又は複数の前記開口部が
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なす幅が、前記第２画素電極よりも狭い、ことを特徴とする。
【００１３】
　（８）（１）から（７）の何れかの液晶表示装置において、前記カラーフィルタ基板は
、赤色と緑色と青色の３種類の着色層を有し、前記第１着色層は赤色又は緑色に着色され
、前記第２着色層は青色に着色され、前記バックライトは、赤色又は緑色に着色された前
記第１着色層が透過する波長よりも青色に着色された前記第２着色層が透過させる波長に
おける発光が強い、ことを特徴とする。
【００１４】
　（９）（８）の液晶表示装置において、前記バックライトは、青色に着色された前記第
２着色層において所定比率以上の透過率となる波長範囲において第１の強度ピークを有し
、該波長範囲以外において前記第１の強度ピークよりも低い強度で第２の強度ピークを有
する、ことを特徴とする。
【００１５】
　（１０）（８）から（９）の何れかの液晶表示装置において、前記バックライトは、赤
色又は緑色に着色された前記第１着色層が透過する波長よりも青色に着色された前記第２
着色層が透過させる波長における発光を強くした分光特性を有し、赤色と緑色と青色の着
色層は、互いに異なる所定の透過率特性をそれぞれ有し、前記カラーフィルタ基板を透過
した光は、全色表示時に、前記液晶層によって着色される黄色が補償されつつ青白く表示
される、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　（１）に記載された液晶表示装置によれば、表示領域の少なくとも一部が第１の着色層
を透過する光によって単色表示されて、観察者が斜視をする場合に、第２の着色層を透過
する光が混ざるのを減少させて、画質の劣化を防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
［第１の実施形態］
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。図１は、本発明の
一実施形態に係る液晶表示装置を構成する主要な部材を示す展開斜視図である。同図で示
すように、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置は、ＩＰＳ（In-Plane Switching）方
式の液晶表示装置であって、ＴＦＴ基板ＴＢと、ＴＦＴ基板ＴＢに光源を提供するバック
ライトＢＬと、当該ＴＦＴ基板ＴＢに対向して、液晶層を封止するカラーフィルタ基板Ｃ
Ｆと、を含んで構成される。ＴＦＴ基板ＴＢには、液晶層を封止する側の反対側に下偏光
板ＰＬ１が、カラーフィルタ基板ＣＦには、液晶層を封止する側の反対側に上偏光板ＰＬ
２が設けられる。そして、ＴＦＴ基板ＴＢにはフレキシブルプリント基板Ｆ１が接続され
て、フレキシブルプリント基板Ｆ１から信号及び電源等が供給されることにより、表示領
域ＤＰから上偏光板ＰＬ２を介して映像が表示される。そして、ＴＦＴ基板及びカラーフ
ィルタ基板ＣＦは、例えば、ガラス基板で形成されて、カラーフィルタ基板ＣＦには赤色
（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）による複数色の着色層が設けられる。
【００１８】
　図２は、上記の液晶表示装置のＴＦＴ基板ＴＢの等価回路図を示している。同図におい
て、ＴＦＴ基板ＴＢでは、複数の走査信号線ＧＬが互いに等間隔を置いて図中横方向に敷
設されており、また、複数の映像信号線ＤＬが互いに等間隔をおいて図中縦方向に敷設さ
れている。そして、これら走査信号線ＧＬ及び映像信号線ＤＬによりマトリクス状に並ぶ
画素のそれぞれが区画されている。
【００１９】
　走査信号線ＧＬ及び映像信号線ＤＬにより区画される画素領域には、ＭＩＳ（Metal-In
sulator-Semiconductor）構造を有する薄膜トランジスタが形成されており、そのゲート
電極は走査信号線ＧＬに接続され、ドレイン電極は映像信号線ＤＬに接続されている。ま
た、各画素領域には画素電極ＰＸ及び対向電極ＣＴが形成されており、画素電極ＰＸは薄
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膜トランジスタのソース電極に接続され、各画素領域に共通となる基準電圧が印加される
対向電極ＣＴが設けられている。
【００２０】
　以上の回路構成において、各画素における対向電極ＣＴに基準電圧が印加され、各走査
信号線ＧＬを介して各画素領域の薄膜トランジスタに走査信号が順次供給される。走査信
号線ＧＬによる画素行の選択のタイミングにおいて、各映像信号線ＤＬを介して映像信号
が供給されることにより、各画素の画素電極ＰＸに映像信号の電圧が印加される。これに
より、画素電極ＰＸと対向電極ＣＴの間に、映像信号の電圧に応じた強度の横電界が、各
画素の液晶層において発生する。液晶層には、各画素領域の区画に対応する部分（画素部
）に、電界が分布する領域（電界分布領域）が形成され、各電界分布領域が互いに緩衝し
ないように他の画素領域と隣接する領域となる画素部の端部を避けて電界が分布するよう
になっている。また、液晶層は、液体の流動性と固体（結晶）の光学的性質を併せ持ち、
電圧等によって分子の向きが変えられて光の状態を制御することができる液晶分子を封有
している層である。上述の横電界が、液晶層にかけられることにより、各画素領域の光の
透過率が制御される。
【００２１】
　カラーフィルタ基板ＣＦは、ＴＦＴ基板ＴＢと対向して液晶層を封止し、ＴＦＴ基板Ｔ
Ｂの各画素領域の区画に応じて、液晶層の画素部に対向するように着色層が設けられてい
る。本実施形態のカラーフィルタ基板ＣＦは、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）の３
種類の着色層を有し、行方向にＧＲＢの順で、列方向に同色となるように着色層が設けら
れている。これらの着色層は、液晶層を透過した光を、それぞれ所定の波長帯域において
透過させる。
【００２２】
　ここで図３は、本実施形態におけるカラーフィルタ基板ＣＦの各着色層（赤色、緑色、
青色）の各波長における透過率を比較した図である。本実施形態では、各着色層の透過波
長帯域を、最大透過率の９０％以上の透過率となる範囲としている。具体的には、同図で
示されるように、青色の着色層の透過率最大値をＴＢ１００とし、その９０％の透過率と
なるＴＢ９０以上の透過率となる波長４３０ｎｍ～４９０ｎｍの範囲を青色着色層の透過
波長帯域としている。また、緑色の着色層の透過率最大値をＴＧ１００とし、その９０％
の透過率となるＴＧ９０以上の透過率となる波長５１０ｎｍ～５７０ｎｍの範囲を緑色着
色層の透過波長帯域としている。そして、赤色の着色層の透過率最大値をＴＲ１００とし
、その９０％の透過率となるＴＲ９０以上の透過率となる波長６００ｎｍ～７００ｎｍの
範囲を赤色着色層の透過波長帯域としている。青色、緑色、赤色の各着色層は、同図で示
されるような透過率特性をそれぞれ有している。
【００２３】
　バックライトＢＬは、発光ダイオード（Light Emitting Diode、以下ＬＥＤ）等の発光
素子と、発光素子による光を誘導する導光板を含んで形成される。導光板は、例えば、樹
脂等の材料を射出成型することによって形成されて、１又は複数の発光素子と導光板とが
隣接するように設けられる。導光板には、発光素子からの光が誘導されて平面状に発光す
る発光面が形成され、発光面と下偏光板ＰＬ１との間には光学シートが積層される。光学
シートは、バックライトＢＬによる面発光を、各波長において略均等な光量分布とするよ
うに下偏光板ＰＬ１に入射させる。
【００２４】
　ここで、図４は、本実施形態に係る液晶表示装置のバックライトの各波長における光強
度の関係を示す図である。同図では、横軸には、バックライトＢＬが発光する光の波長が
設けられ、縦軸には、相対強度が設けられて、バックライトＢＬの分光特性が模式的に示
される。相対強度は、同図で示すように、青色の着色層の透過波長帯域（４３０ｎｍ～４
９０ｎｍの範囲）におけるピークの強度（第１ピーク）を基準としており、この第１ピー
ク強度の０．３倍となる強度の第２ピークが青色の透過波長帯域以外の範囲（緑色及び赤
色の透過波長帯域が存在する５１０ｎｍ～７００ｎｍの範囲）に存在している。
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【００２５】
　バックライトＢＬの分光特性は上述の発光素子及び導光板に依存し、発光素子として複
数個の白色ＬＥＤを設けてもよいし、赤、緑、青の各色のＬＥＤを１又は複数個ずつ設け
てもよく、発光素子の種類等によってバックライトの分光特性が変化する。ここで、赤、
緑、青色のうち、青色は、高級感を与える好ましい色として捉えられ、その光量変化に人
間の目が鈍感になるため、液晶表示装置の全色表示時の白色に青味を帯びさせるように、
バックライトＢＬの発光素子が備えられる。従って、赤色及び緑色の波長帯域よりも青色
の波長帯域において、バックライトＢＬが強く発光するのであれば、図４のように２つの
ピーク強度のみを有するのではなく、各透過波長帯域において１又は複数の強度ピークを
有してもよい。具体的には、バックライトＢＬを、赤色及び緑色の透過波長帯域よりも、
青色の透過波長帯域における発光量が多くなる光源とするように発光素子を設ける。この
発光量は、例えば、各色の透過波長帯域における強度を積分して比較することが出来る。
なお、カラーフィルタ基板ＣＦの各着色層の透過率は、観察者から見て全色表示時におけ
る青色の発光が強く感じられるように、青色の発光が強いバックライトの分光特性に対し
てマッチングされたものとなっている。これにより、液晶表示装置の全色表示時の白色に
青味が帯びることとなる。
【００２６】
　図５は、本実施形態に係る液晶表示装置の各画素領域の様子を模式的に示す平面図であ
る。各画素領域は、図中破線で示されるように、映像信号線ＤＬ及び走査信号線ＧＬに区
画されて、薄膜トランジスタを形成する半導体層ＰＳが設けられている。また、対向電極
ＣＴは、各画素領域に共通な電極として全面に渡って設けられる。そして対向電極ＣＴの
さらに上側（液晶層ＬＣ側）には、図中実線で示すように画素電極ＰＸが設けられ、対向
電極ＣＴが形成される層を介して半導体層ＰＳに接続される。画素電極ＰＸは、配向膜Ｏ
Ｒ１に覆われて、配向膜ＯＲ１の上側には液晶層ＬＣおよび、各着色層ＣＢ、ＣＲ、ＣＧ
等が形成されたカラーフィルタ基板ＣＦが設けられるが、これらは図５において省略され
ている。また、同図で示されるように、第１の画素電極ＰＸ１と第２の画素電極ＰＸ２（
以下、画素電極ＰＸ１、ＰＸ２）が設けられ、対向電極ＣＴには、各画素領域の区画に対
応する領域に第１の対向電極ＣＴ１と第２の対向電極ＣＴ２（以下、対向電極ＣＴ１、Ｃ
Ｔ２）とが設けられる。
【００２７】
　そして図６は、図５のVI－VI断面を示す図である。同図で示すように、ガラス基板ＳＵ
Ｂ１の上側には下地層ＧＤＬ１、ＧＤＬ２、ゲート絶縁膜ＧＩ、層間絶縁膜ＩＮ１が膜状
に形成されて、映像信号線ＤＬが所定間隔おきに形成されている。そして、映像信号線Ｄ
Ｌの周囲には保護膜ＰＡＳ１、ＰＡＳ２が膜状に形成され、対向電極ＣＴが各画素領域に
共通して全面に渡って形成される。また、対向電極ＣＴの上側には層間絶縁膜ＩＮ２と画
素電極ＰＸ１、ＰＸ２が形成されて、これら２種類の電極との間に電圧が印加されること
で、液晶層ＬＣにおいて破線で示された第１の画素部ＬＣＰ１および第２の画素部ＬＣＰ
２（以下、画素部ＬＣＰ１、ＬＣＰ２）に電界が形成される。画素電極ＰＸ１、ＰＸ２の
周囲には配向膜ＯＲ１が膜状に形成され、液晶層ＬＣを封止するようにカラーフィルタ基
板ＣＦが設けられる。カラーフィルタ基板ＣＦには、図中下側から配向膜ＯＲ２、オーバ
ーコート膜ＯＣ、青色の着色層ＣＢ、赤色の着色層ＣＲ、緑色の着色素ＣＧがガラス基板
ＳＵＢ２に膜状に設けられて形成されている。また、カラーフィルタ基板ＣＦにおいては
、画素領域の境界部分においてブラックマトリクスＢＭが設けられて、ブラックマトリク
スＢＭにより各画素領域に応じて区画されている。また、図中の一点鎖線は、区画された
画素領域の境界を示しており、当該境界は、着色層と他の着色層との境界部分の中心とな
る位置に設けられる。
【００２８】
　特に、本実施形態における液晶表示装置は、画素部ＬＣＰ２における画素部ＬＣＰ１側
の端部の幅よりも、画素部ＬＣＰ１における画素部ＬＣＰ２側の端部の幅が広くなるよう
に、画素電極ＰＸ１、ＰＸ２、及び対向電極ＣＴ１、ＣＴ２が形成される。これにより、
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青色の着色層ＣＢに対向する画素部ＬＣＰ２（以下、青色の画素部ＬＣＰ２）における端
部の幅よりも、緑色の着色層ＣＧ及び赤色の着色層ＣＲに対向する画素部ＬＣＰ１（以下
、緑色及び赤色の画素部ＬＣＰ１）における画素部ＬＣＰ２と隣接する側の端部の幅が広
くなる。この端部は、画素領域の明るさ（画素部の透過率）が最大となるような電圧が画
素電極ＰＸ１、ＰＸ２に印加される場合にも電界が形成されない領域であって、画素領域
の境界と、各画素領域の明るさを最大にする電界が分布する領域（第１の電界分布領域ま
たは、第２の電界分布領域）との間に介在する領域である。赤色および緑色の画素領域に
おいて、青色の画素領域側に隣接する端部の幅が広く形成されることにより、赤色の単色
表示領域および緑色の単色表示領域において、ブラックマトリクスＢＭに遮光されずに青
色の着色層ＣＢを透過して斜視をする観察者に到達する光線が減少することとなる。
【００２９】
　画素部ＬＣＰ１、ＬＣＰ２においては、画素電極ＰＸ１、ＰＸ２が形成される領域によ
って、電界が分布する領域が変動することとなる。図６においては、赤色の画素部ＬＣＰ
１において、画素電極ＰＸ１が形成されている領域から青色の画素部ＬＣＰ２との境界ま
での距離をＬｒｂとし、緑色の画素部ＬＣＰ１との境界までの距離をＬｒｇとして示して
いる。これと同様に、青色の画素部ＬＣＰ２において、画素電極ＰＸ２が形成されている
領域から隣接する赤色、緑色の画素部ＬＣＰ１との境界までの距離がそれぞれＬｂｒ、Ｌ

ｂｇとして示される。また、緑色の画素部ＬＣＰ１において、画素電極ＰＸ１が形成され
ている領域から隣接する赤色、青色の画素部ＬＣＰ１、ＬＣＰ２との境界までの距離がＬ

ｇｒ、Ｌｇｂとして示される。
【００３０】
　そして、図６で示すように、画素電極ＰＸ１、ＰＸ２を、Ｌｂｒ＜Ｌｒｂおよび、Ｌb

ｇ＜Ｌｇｂとなるように形成することで、青色の画素領域における端部の幅よりも、緑色
及び赤色の画素領域において、青色の画素領域に隣接する側の端部の幅が広く形成される
こととなる。これにより、青色と赤色、青色と緑色の画素領域の境界から、画素電極ＰＸ
２が形成される領域よりも距離が離れて画素電極ＰＸ１が形成される領域が位置すること
となる。また、本実施形態においては図５および図６で示すように画素領域が同じ面積と
なるように区画される。従って、青色の画素領域における画素電極ＰＸ２の幅をＷb、赤
色及び緑色の画素領域における画素電極の幅をＷr、Ｗｇとすると、Ｗb＞Ｗr及びＷb＞Ｗ

ｇとなるように各画素電極の幅が形成される。なお、本実施形態では、Ｌｂｒ＝Ｌｂｇ＝
Ｌｒｇ＝Ｌｇｒ及びＷｒ＝Ｗｇとなるように画素電極ＰＸ１、ＰＸ２が形成されているが
、少なくとも、Ｌｂｒ＜Ｌｒｂおよび、Ｌbｇ＜Ｌｇｂの関係が維持されるように画素電
極ＰＸ１、ＰＸ２が形成されればよい。また、例えば、バックライトの分光特性が赤色の
発光よりも緑色の発光が、緑色の発光よりも青色の発光が強い場合であって、赤色単色表
示の斜視時において青色と緑色の漏光に支障がある場合には、その程度に応じてさらにＬ

ｒｇ＞Ｌｇｒ及びＷｒ＜Ｗｇとなるようにしてもよいし、Ｌｂｒ＝Ｌｂｇ＝Ｌｇｒ＜Ｌｇ

ｂ＝Ｌｒｇ＝Ｌｒｂ及びＷｂ＞Ｗｇ＞Ｗｒとしてもよい。なお、バックライトの分光特性
が、青色の発光が強い場合に、赤色単色表示の斜視時における青色の漏光に支障があって
、かつ、緑色単色表示の斜視時における青色の漏光に支障がない場合には、少なくとも、
Ｌｂｒ＜Ｌｒｂ関係が維持されるように画素電極ＰＸ１、ＰＸ２が形成されればよい。
【００３１】
　また、各画素領域における画素電極ＰＸ１、ＰＸ２は、複数の帯状電極を含んで構成さ
れた櫛歯状の電極である。本実施形態においては、画素電極ＰＸ１、ＰＸ２が形成される
領域を、複数の帯状部分とその間に介在する隙間部分とを含む領域としている。また、画
素電極ＰＸ１、ＰＸ２の幅は、それぞれの全ての帯状電極とその間に介在する隙間によっ
て為される幅である。そして、赤色および緑色の画素領域における画素電極ＰＸ１の幅Ｗ

ｇ及びＷｒが、青色の画素領域における画素電極ＰＸ２の幅Ｗｂよりも狭くなるように形
成される。なお、図５において示されるように、画素電極ＰＸ１、ＰＸ２は３つの帯状電
極に形成されているが、１つの帯状電極によって形成されてもよい。
【００３２】
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　なお、本実施形態において、液晶層ＬＣ側に形成された画素電極ＰＸ１、ＰＸ２の幅Ｗ

ｇ及びＷｒを、Ｗｂよりも狭くするように形成されているが、対向電極ＣＴ１、ＣＴ２を
各画素領域に個別に平板状に設け、当該対向電極ＣＴ１、ＣＴ２が形成される位置や幅を
変化させることにより、画素部ＬＣＰ１、ＬＣＰ２における端部の幅を変化させてもよい
。この際、対向電極ＣＴ１、ＣＴ２は、例えば、画素電極ＰＸ１、ＰＸ２と同様に櫛歯状
に形成されてよい。
【００３３】
　なお、本実施形態において、図６で示されるように、画素電極ＰＸ１は、赤色および緑
色の画素領域の中心から偏って配置されているが、画素電極ＰＸ１が画素領域の中心に対
称に配置されていてもよい。具体的には、画素電極ＰＸ１において、３本の各帯状部分の
幅を２μｍ、各帯状部分の隙間となる部分の幅を２．５μｍとすれば、画素電極ＰＸ１の
幅Ｗｇ及びＷｒは１１μｍとなり、画素電極ＰＸ２において、３本の各帯状部分の幅を３
μｍ、各帯状部分の隙間となる部分の幅を３μｍとすれば、画素電極ＰＸ２の幅Ｗｂは１
５μｍとなる。そして各画素領域を同一の平面形状に区画して、各画素領域の幅（図６に
おける映像信号線ＤＬ間の間隔）を２７μｍとして、ＬｂｒとＬｂｇの長さが約６μｍ、
ＬｇｒとＬｇｂとＬｒｇとＬｒｂの長さが約８μｍとなるように、画素電極ＰＸ１、ＰＸ
２を画素領域の中心に配置する。この場合であっても、Ｗb＞Ｗr及びＷb＞Ｗｇとなるよ
うに画素電極ＰＸ１、ＰＸ２が形成されて、Ｌｂｒ＜Ｌｒｂ及びＬbｇ＜Ｌｇｂの関係が
維持される。
【００３４】
［第２の実施形態］
　上述の第１の実施形態では、図５及び図６で示すように、画素電極ＰＸ１、ＰＸ２が対
向電極ＣＴ１、ＣＴ２よりも液晶層ＬＣ側に形成されているが、第２の実施形態では、対
向電極ＣＴ１、ＣＴ２が画素電極ＰＸ１、ＰＸ２よりも液晶層ＬＣ側に形成されるととも
に、第１の実施形態とは異なる形状でこれらの電極が設けられている。この点以外におい
ては、第２の実施形態は第１の実施形態と略同様である。
【００３５】
　図７は、第２の実施形態に係る液晶表示装置の各画素領域の様子を模式的に示す平面図
である。各画素領域は、第１の実施形態と同様に、映像信号線ＤＬ及び走査信号線ＧＬに
区画されて、薄膜トランジスタを形成する半導体層ＰＳが設けられている（図中破線）。
そして、画素電極ＰＸ１、ＰＸ２は、図中破線で示すように画素領域毎に同一の形状で平
板状に設けられており、対向電極ＣＴが、図中斜線が施された領域で示すように、各画素
領域に共通な電極として全面に渡って設けられる。また、対向電極ＣＴには、各画素領域
の区画に対応する領域に対向電極ＣＴ１、ＣＴ２が設けられて、図中実線で示すように対
向電極ＣＴ１、ＣＴ２にそれぞれスリット状の開口部ＳＬが設けられる。また、対向電極
ＣＴ１、ＣＴ２は配向膜ＯＲ１に覆われて、第１の実施形態と同様に、配向膜ＯＲ１の上
側には液晶層ＬＣおよび、カラーフィルタ基板ＣＦが設けられ、これらは図７において省
略されている。
【００３６】
　そして図８は、図７のVIII－VIII断面を示す図である。第１の実施形態と同様に、ガラ
ス基板ＳＵＢ１の上側には下地層ＧＤＬ１、ＧＤＬ２、ゲート絶縁膜ＧＩ、層間絶縁膜Ｉ
Ｎ１、映像信号線ＤＬ、保護膜ＰＡＳ１、ＰＡＳ２が膜状に形成されて、画素電極ＰＸ１
、ＰＸ２が各画素領域に平板状に形成される。また、画素電極ＰＸ１、ＰＸ２の上側には
層間絶縁膜ＩＮ２と対向電極ＣＴ１、ＣＴ２が形成されて、２種類の電極間に電圧が印加
されることで、液晶層ＬＣにおける画素部ＬＣＰ１、ＬＣＰ２に電界が形成される。
【００３７】
　画素部ＬＣＰ１、ＬＣＰ２においては、対向電極ＣＴ１、ＣＴ２の開口部ＳＬが形成さ
れる領域によって、電界を分布させる領域が変動することとなる。図８においては、赤色
の画素部ＬＣＰ１において、対向電極ＣＴ１の開口部ＳＬが形成されている領域から青色
の画素部ＬＣＰ２との境界までの距離をＬｒｂとし、緑色の画素部ＬＣＰ１との境界まで
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の距離をＬｒｇとして示している。これと同様に、青色の画素部ＬＣＰ２において、対向
電極ＣＴ２の開口部ＳＬが形成されている領域から隣接する赤色、緑色の画素部ＬＣＰ１
との境界までの距離がそれぞれＬｂｒ、Ｌｂｇとして示され、緑色の画素部ＬＣＰ１にお
いて、対向電極ＣＴ１の開口部ＳＬが形成されている領域から隣接する赤色、青色の画素
部ＬＣＰ１、ＬＣＰ２との境界までの距離がＬｇｒ、Ｌｇｂとして示される。
【００３８】
　そして、図８で示すように、対向電極ＣＴ１、ＣＴ２を、Ｌｂｒ＜Ｌｒｂおよび、Ｌb

ｇ＜Ｌｇｂとなるように開口部ＳＬを形成することで、青色の画素領域における端部の幅
よりも、緑色及び赤色の画素領域において、青色の画素領域に隣接する側の端部の幅が広
く形成されることとなる。これにより、青色と赤色、青色と緑色の画素領域の境界から、
対向電極ＣＴ２の開口部ＳＬが形成される領域よりも距離が離れて、対向電極ＣＴ１の開
口部ＳＬが形成される領域が位置することとなる。また、第２の実施形態においても図７
および図８で示すように画素領域が同じ面積となるように区画され、青色の画素領域にお
ける対向電極ＣＴ２の開口部ＳＬが形成される領域の幅をＷb、赤色及び緑色の画素領域
における対向電極ＣＴ１において開口部ＳＬが形成される領域の幅をＷr、Ｗｇとすると
、Ｗb＞Ｗr及びＷb＞Ｗｇとなるように形成される。
【００３９】
　なお、第２の実施形態においても、Ｌｂｒ＝Ｌｂｇ＝Ｌｒｇ＝Ｌｇｒ及びＷｒ＝Ｗｇと
なるように対向電極ＣＴ１、ＣＴ２が形成されているが、少なくとも、Ｌｂｒ＜Ｌｒｂお
よび、Ｌbｇ＜Ｌｇｂの関係が維持されるように対向電極ＣＴ１、ＣＴ２が形成されれば
よいのは、第１の実施形態と同様である。
【００４０】
　対向電極ＣＴは、図７、図８で示すように複数のスリット開口部ＳＬが各画素領域にお
いて形成されて、青色の画素領域と赤色の画素領域と緑色の画素領域において平板状に一
体的に形成される電極である。第２の実施形態において、対向電極ＣＴ１、ＣＴ２におい
て開口部ＳＬが形成されている領域は、所定の画素領域において形成される全ての開口部
ＳＬと、その間に介在する帯状に対向電極が形成される部分とによる領域である。また、
開口部ＳＬが形成されている領域が為す幅は、画素部ＬＣＰ１、ＬＣＰ２における全ての
開口部ＳＬとその間の帯状の部分とによって為される幅である。そして、赤色および緑色
の画素領域における開口部ＳＬが為す幅Ｗｇ及びＷｒは、青色の画素領域における開口部
ＳＬが為す幅Ｗｂよりも狭くなるように形成される。なお、図７及び図８に示されるよう
に、対向電極ＣＴ１、ＣＴ２には、各画素領域において３箇所に開口部ＳＬが設けられて
いるが、１箇所にのみ開口部ＳＬを設けることとしてもよい。
【００４１】
　なお、第２の実施形態において、対向電極ＣＴ１、ＣＴ２を各画素領域に一体的に平板
状に形成するとともに開口部ＳＬを設けているが、複数の画素領域において共通するよう
な櫛歯状の電極として設けてもよいし、各画素領域に個別となるような電極として形成し
てもよい。またこの際、対向電極ＣＴ１、ＣＴ２を各画素領域に個別に櫛歯状に形成して
もよい。
【００４２】
　なお、第２の実施形態において、Ｌｂｒ＜Ｌｒｂおよび、Ｌbｇ＜Ｌｇｂとなるように
、対向電極ＣＴの開口部ＳＬを形成しているが、各画素領域において平板状に設けられた
画素電極ＰＸ１、ＰＸ２の形状や配置を変化させることにより、画素部における端部の幅
を変化させてもよい。またこの際、画素電極ＰＸ１、ＰＸ２は、櫛歯状に形成されてもよ
いし、平板状に設けられるとともにスリット状の開口部が設けられてもよい。
【００４３】
　なお、本実施形態において、図８で示されるように、対向電極ＣＴ１は、赤色および緑
色の画素領域の中心から開口部ＳＬが偏って設けられているが、開口部ＳＬが画素領域の
中心に対して対称に配置されていてもよい。具体的には、対向電極ＣＴ１において、３本
の各開口部ＳＬの幅を２μｍ、各開口部ＳＬの間に介在する帯状部分の幅を２．５μｍと
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すれば、対向電極ＣＴ１の開口部ＳＬが為す幅Ｗｇ及びＷｒは１１μｍとなり、対向電極
ＣＴ２において、３本の各開口部の幅を３μｍ、各開口部ＳＬの間に介在する帯状部分の
幅を３μｍとすれば、対向電極ＣＴ２の開口部ＳＬが為す幅Ｗｂは１５μｍとなる。そし
て、各画素領域を同一の平面形状に区画して、各画素領域の幅（図８における映像信号線
ＤＬ間の間隔）を２７μｍとして、ＬｂｒとＬｂｇの長さが約６μｍ、ＬｇｒとＬｇｂと
ＬｒｇとＬｒｂの長さが約８μｍとなるように、対向電極ＣＴ１、ＣＴ２の開口部ＳＬを
画素領域の中心に対称に形成する。この場合においても、Ｗb＞Ｗr及びＷb＞Ｗｇとなる
ように対向電極ＣＴ１、ＣＴ２が形成されて、Ｌｂｒ＜Ｌｒｂ及びＬbｇ＜Ｌｇｂの関係
が維持される。
【００４４】
　なお、本発明の実施形態に係る液晶表示装置において、上記の第１の実施形態および第
２の実施形態では、液晶の駆動方式をＩＰＳ方式として説明しているが、ＶＡ（Vertical
ly Aligned）方式やＴＮ（Twisted Nematic）方式等のその他の方式の駆動方式であって
もよい。ＶＡ方式及びＴＮ方式の場合には、画素電極ＰＸがＴＦＴ基板ＴＢに、対向電極
ＣＴがカラーフィルタ基板ＣＦに設けられる。そして、赤色若しくは緑色の画素部の端部
の幅が、青色の画素部の端部の幅よりも広くなるように、画素電極ＰＸ１、ＰＸ２、及び
対向電極ＣＴ１、ＣＴ２が形成される。
【００４５】
　なお、上記の第１の実施形態および第２の実施形態では、青色が人間の目に高級感を与
える色であるということから、バックライトＢＬにおいて青色の発光を強くしている。そ
して、第１の着色層を赤色及び緑色、第２着色層を青色としており、第１画素部ＬＣＰ１
において第２画素部ＬＣＰ２に隣接する側の端部の幅を、第２画素部ＬＣＰ２において第
１画素部ＬＣＰ１に隣接する側の端部の幅よりも、広くなるように形成しているが、この
関係が維持されるのであれば、バックライトの分光特性と着色層の着色をどのように組み
合わせてもよい。具体的には、バックライトＢＬが赤色において強く発光し、第１の着色
層を青色及び緑色、第２の着色層を赤色としてもよい。また、バックライトが青色及び緑
色において強く発光し、赤色単色表示時の青色の漏光と、赤色単色表示時の緑色の漏光が
問題となる場合には、第１の着色層を赤色のみとして、第２の着色層を青色及び緑色とし
てもよい。
【００４６】
　なお、上記の第１の実施形態および第２の実施形態では、カラーフィルタ基板に赤色、
緑色、青色の着色層が形成されることとしているが、これらに加えて例えば白色（Ｗ）の
着色層が形成されてもよいし、ＲＧＢ以外の組み合わせによる着色層が形成されてもよい
。
【００４７】
　なお、上記の第１の実施形態および第２の実施形態において、図６及び図８で示すよう
に、ブラックマトリクスＢＭが各画素領域の境界において一定幅で設けられているが、例
えば、サブ画素がＧＲＢの配列で形成されて１画素が形成される場合に、サブ画素間のブ
ラックマトリクスＢＭと１画素間のブラックマトリクスＢＭとの幅を変えるようにしてブ
ラックマトリクスＢＭを形成してもよい。また、この場合において、緑色の着色層と青色
の着色層の間に設けられるブラックマトリクスＢＭを、緑色の側に太く、青色の側に細く
するように形成してもよい。
【００４８】
　なお、上記の第１の実施形態および第２の実施形態における図４においては、バックラ
イトＢＬの分光特性の縦軸を相対強度としており、青色の発光が他色の発光よりも強いバ
ックライトＢＬとしているが、青色の輝度が他色の輝度よりも高いバックライトＢＬとし
てもよい。
【００４９】
　以上説明した本発明の実施形態に係る液晶表示装置は、上記の実施形態によっては限定
されず、その技術的思想の範囲内において異なる形態にて実施されてよい。
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【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置を構成する主要な部材を示す、展開
斜視図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置のＴＦＴ基板の回路図である。
【図３】本発明の第1の実施形態に係る液晶表示装置のカラーフィルタの、各波長におけ
る透過率を比較した様子を示す図である。
【図４】本発明の第1の実施形態に係る液晶表示装置のバックライトの各波長における光
強度の関係を示す図である。
【図５】第１の実施形態における画素領域が区画されている様子を示した平面図である。
【図６】図５におけるVI－VI断面図である。
【図７】第２の実施形態における画素領域が区画されている様子を示した平面図である。
【図８】図７におけるVIII－VIII断面図である。
【符号の説明】
【００５１】
　ＴＢ　ＴＦＴ基板、ＣＦ　カラーフィルタ基板、ＰＬ１　下偏光板、ＰＬ２　上偏光板
、ＢＬ　バックライト、Ｆ１　フレキシブルプリント基板、ＤＰ　表示領域、ＧＬ　走査
信号線、ＤＬ　映像信号線、ＰＸ　画素電極、ＣＴ　対向電極、ＰＸ１　第１の画素電極
、ＰＸ２　第２の画素電極、ＣＴ１　第１の対向電極、ＣＴ２　第２の対向電極、ＰＳ　
半導体層、ＳＵＢ１,ＳＵＢ２　ガラス基板、ＧＤＬ１,ＧＤＬ２　下地層、ＩＮ１,ＩＮ
２　層間絶縁膜、ＧＩ　ゲート絶縁膜、ＰＡＳ１,ＰＡＳ２　保護膜、ＯＲ１,ＯＲ２　配
向膜、ＬＣ　液晶層、ＬＣＰ１　第１の画素部、ＬＣＰ２　第２の画素部、ＯＣ　オーバ
ーコート膜、ＣＢ　青色の着色層、ＣＲ　赤色の着色層、ＣＧ　緑色の着色層、ＢＭ　ブ
ラックマトリクス、ＳＬ　開口部。

【図１】 【図２】

【図３】
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源，其中透过第二着色层CB的光的波长的发光强于另一波长。形成第一
像素电极PX1等，使得第一像素部分LCP1的边缘部分的宽度可以宽于第
二像素部分LCP2的宽度。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/d4f95bbc-3ce2-4b60-a39d-a5b5ea42595f
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/042292888/publication/JP2010102205A?q=JP2010102205A

